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６
１
４
万
個
、
西
濃
運
輸
が

同
３
・
２
％
減
の
９
３
３
１

万
個
。
特
積
み
な
ど
16
社
に

よ
る
宅
配
便
の
総
取
扱
個
数

は
同
２
・
７
％
減
の
５
７
３

万
個
だ
っ
た
。

航
空
便
な
ど
の
利
用
運
送

に
よ
る
取
扱
個
数
は
１
億
５

３
３
万
個
で
、
前
年
度
よ
り

12
・
９
％
増
加
し
た
。

メ
ー
ル
便
の
取
扱
冊
数
は

同
７
・
３
％
減
の
33
億
４
４

７
７
万
冊
。
最
も
シ
ェ
ア
の

大
き
い
日
本
郵
便
は
同
12
・

８
％
増
の
32
億
４
１
１
４
万

冊
と
な
り
、
全
体
の
96
・
９

％
を
占
め
た
。
佐
川
急
便
は

１
０
６
２
万
冊
で
、
同
41
・

４
％
増
だ
っ
た
。
ヤ
マ
ト
運

輸
は
24
年
１
月
31
日
の
サ
ー

ビ
ス
終
了
に
伴
い
非
公
表
と

な
っ
た
。

(

小
林

孝
博)

に
よ
る
消
費
抑
制
な
ど
の
影

響
で
伸
び
は
小
幅
だ
っ
た
。

大
半
を
占
め
る
ト
ラ
ッ
ク

に
よ
る
宅
配
便
取
扱
個
数
は

同
０
・
２
％
増
の
49
億
２
６

１
４
万
個
。
企
業
別
で
は
、

ヤ
マ
ト
運
輸
が
同
１
・
２
％

増
の
23
億
２
３
７
５
万
個
で

最
も
多
く
、
全
体
の
47
・
２

％
を
占
め
た
。

佐
川
急
便
は
同

７
・
４
％
減
の

12
億
７
１
５
５

万
個
、
日
本
郵

便
は
同
８
・
５

％
増
の
10
億
９

５
６
６
万
個
だ

っ
た
。

大
手
３
社
以

外
は
、
福
山
通

運
が
同
２
・
１

％
増
の
１
億
３

だ
っ
た
。
取
扱
個
数
が
前
年

度
を
上
回
る
の
は
10
年
連

続
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

の
拡
大
は
続
く
が
、
物
価
高

国
土
交
通
省
に
よ
る
と
、

２
０
２
４
年
度
の
宅
配
便
取

扱
個
数
は
前
年
度
比
０
・
５

％
増
の
50
億
３
１
４
７
万
個

っ
た
。
車
両
自
体
も
経
年
劣

化
に
よ
る
代
替
検
討
の
時
期

を
迎
え
て
い
た
。

カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
ト
レ
ー

ラ
ー
の
採
用
で
、
従
来
の
ウ

イ
ン
グ
に
よ
る
開
閉
が
な
く

な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
頻
度
の
低
減
に
よ

り
、
今
後
の
修
繕
費
削
減
も

期
待
で
き
る
と
し
て
い
る
。

（
関
口

真
理
子)

料
輸
送
で
活
用
す
る
。

東
洋
メ
ビ
ウ
ス
は
、
東
洋

製
缶
グ
ル
ー
プ
の
テ
ィ
ー
エ

ム
パ
ッ
ク
が
製
造
し
た
製
品

を
、
近
隣
倉
庫
に
24
時
間
体

制
で
ト
レ
ー
ラ
ー
輸
送
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
ウ
イ
ン
グ

車
で
輸
送
し
て
い
た
が
、
ウ

イ
ン
グ
の
開
閉
頻
度
が
高
い

た
め
消
耗
が
激
し
く
、
毎
年

大
が
か
り
な
修
理
が
必
要
だ

全
長
13
・
95

㍍
、
最
大
積
載
量

20
・
５
㌧
の
カ
ー

テ
ン
レ
ー
ル
ト
レ

ー
ラ
ー
を
１
台
導

入
し
た
。
油
圧
や

電
源
を
使
わ
ず
手

動
で
荷
台
を
横
方

向
に
開
閉
で
き
る

た
め
、
ウ
イ
ン
グ

車
で
注
意
す
る
必

要
の
あ
っ
た
屋
根

の
高
さ
に
関
係
な

く
、
荷
降
ろ
し
で

き
る
の
が
特
長
。

雨
水
の
侵
入
防
止

対
策
も
施
し
、
耐

久
性
に
も
優
れ
て
い
る
。

ウ
イ
ン
グ
車
よ

り
修
繕
負
担
減

８
月
26
日
、
仙
台
市
主
催

で
出
発
式
が
行
わ
れ
た
。
今

後
は
仙
台
市
内
の
工
場
か
ら

仙
台
港
周
辺
や
山
形
市
、
岩

手
県
北
上
市
の
倉
庫
へ
の
飲

の
取
り
組
み
で
、
車
体
に
は

仙
台
市
の
名
物
で
あ
る
伊
達

政
宗
騎
馬
像
や
仙
台
七
夕
ま

つ
り
、
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ

ク
ル
を
推
進
す
る
仙
台
市
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
ワ
ケ
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

な
ど
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し

た
。

東
洋
メ
ビ
ウ
ス
（
本
社
・

東
京
、
篠
山
健
司
社
長
）
は

８
月
、
仙
台
支
店
（
仙
台

市
）
に
、
カ
ー
テ
ン
の
よ
う

に
荷
台
を
開
閉
で
き
る
「
カ

ー
テ
ン
レ
ー
ル
ト
レ
ー
ラ

ー
」
を
導
入
し
た
。
同
社
初

島
県
）
航
路
が
発
着
す
る
さ

ん
ふ
ら
わ
あ
タ
ー
ミ
ナ
ル

（
大
阪
市
）
の
隣
接
地
に
海

運
業
を
体
験
で
き
る
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
を
開
設
し
た
。

７
月
19
日
に
オ
ー
プ
ン
し

た
「
ふ
ね
し
る
」
の
所
在
地

は
大
阪
市
住
之
江
区
南
港
北

２
ノ
１
ノ
10
。
大
型
複
合
施

設
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
ト
レ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
内
に
入
居
。
船

舶
の
基
本
的
な
知
識
や
、
貨

物
船
・
旅
客
船
の
海
上
輸

送
、
港
湾
施
設
で
の
荷
役
業

務
な
ど
、
生
活
を
支
え
る
海

運
業
に
対
す
る
理
解
を
、
幅

広
い
世
代
が
楽
し
み
な
が
ら

深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

館
内
に
は
船
や
港
を
大
き

く
表
示
し
、
業
界
の
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
大
型
シ
ア
タ
ー
を

設
置
。
操
船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

ー
、
商
船
三
井
グ

ル
ー
プ
の
歴
史
が

学
べ
る
コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
設
け
て
い

る
。(

遠
藤

俊)

商
船
三
井
（
本
社
・
東

京
、
橋
本
剛
社
長
）
は
、
商

船
三
井
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
（
同

・
同
、
牛
奥
博
俊
社
長
）
の

大
阪
―
別
府
（
大
分
県
）
航

路
、
大
阪
―
志
布
志
（
鹿
児

備
、
雇
用
の
創
出
な
ど
多
く

の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
山

九
は
既
存
サ
ー
ビ
ス
の
強
化

に
加
え
、
社
会
課
題
の
解
決

に
役
立
つ
事
業
メ
ニ
ュ
ー
の

開
発
・
実
装
を
通
じ
、
事
業

拡
大
に
つ
な
げ
る
考
え
。

(

小
林

孝
博)

山
九
（
本
社
・
東
京
、
中

村
公
大
社
長
）
は
１
日
、
海

外
事
業
本
部
に
「
イ
ン
ド
事

業
戦
略
班
」
を
設
置
し
た
。

中
・
長
期
経
営
計
画
で
戦
略

的
重
点
地
域
と
位
置
付
け
る

同
国
で
、
新
た
な
事
業
機
会

の
創
出
と
、
既
存
事
業
を
深

掘
り
す
る
こ
と
が
目
的
。

組
織
の
新
設
に
よ
り
、
イ

ン
ド
市
場
の
調
査
・
分
析
、

事
業
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
サ
ー
ビ

ス
内
容
の
選
定
、
事
業
体
制

の
設
計
・
構
築
、
事
業
推
進

計
画
の
策
定
を
進
め
る
。
設

置
期
間
は
２
０
２
８
年
３
月

末
を
予
定
し
て
い
る
。

同
社
は
10
年
の
山
九
イ
ン

ド
の
設
立
を
機
に
同
国
で
事

業
を
開
始
。
進
出
以
来
、
二

つ
の
エ
リ
ア
で
事
業
拡
大

し
、
北
部
向
け
で
は
自
動
車

部
品
、
南
部
で
は
衛
生
品
関

連
な
ど
の
物
流
を
中
心
に
手

掛
け
、
現
地
関
係
者
と
の
協

業
を
深
め
な
が
ら
着
実
に
事

業
を
拡
大
し
て
い
る
。

同
国
は
急
速
な
経
済
成
長

が
進
む
半
面
、
脱
炭
素
へ
の

対
応
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整

と
し
延
長
戦
に
突
入
。
４
時

間
を
超
え
る
死
闘
の
末
、
１

点
差
ま
で
詰
め
寄
っ
た
が
５

対
６
で
敗
れ
た
。

(

水
谷

周
平)

社
会
人
野
球
の
頂
点
を
競

う
都
市
対
抗
野
球
大
会
に
出

場
し
た
日
本
通
運
（
本
社
・

東
京
、
竹
添
進
二
郎
社
長
）

と
西
濃
運
輸
（
同
・
岐
阜
県

大
垣
市
、
髙
橋
智
社
長
）
の

野
球
部
は
８
月
29
日
と
30
日

に
そ
れ
ぞ
れ
初
戦
に
挑
ん
だ

が
、
共
に
惜
敗
し
た
。

11
年
連
続
50
回
目
出
場
の

日
通
は
29
日
の
１
回
戦
で
、

日
本
製
鉄
瀬
戸
内
と
対
決
。

４
点
ビ
ハ
イ
ン
ド
の
５
回
裏

に
１
点
、
６
回
裏
に
２
点
を

返
し
猛
追
し
た
が
、
あ
と
一

歩
及
ば
ず
、
３
対
４
で
敗
れ

た
。５

年
連
続
42
回
目
出
場
の

西
濃
は
30
日
の
１
回
戦
で
、

日
本
生
命
と
対
戦
。
１
点
先

制
さ
れ
た
が
９
回
裏
に
同
点

る
。
一
方
、
道
路
交
通
法
で

は
一
定
の
車
両
数
が
あ
る
事

業
所
に
対
し
、
安
全
運
転
管

理
者
に
よ
る
バ
イ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
飲
酒
確
認
の
実
施

と
記
録
作
成
、
１
年
間
の
保

存
を
義
務
化
し
て
い
る
。
日

本
郵
便
は
約
８
万
３
０
０
０

台
の
バ
イ
ク
を
保
有
し
て
お

り
、
多
く
で
法
令
違
反
に
抵

触
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

日
本
郵
便
は
調
査
結
果
を

警
察
庁
に
報
告
し
、
７
月
末

に
国
土
交
通
省
と
総
務
省
に

提
出
し
た
再
発
防
止
策
を
バ

イ
ク
で
も
行
う
よ
う
指
導
を

受
け
た
。
五
味
執
行
役
員
は

「
現
在
は
適
切
に
行
え
て
い

る
」
と
し
て
い
る
。

止
は
考
え
て
い
な
い
と
し

た
。

一
定
規
模
な
ら

道
交
法
で
義
務

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
や
軽
貨
物

車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
点
呼

を
義
務
付
け
て
い
る
が
、
バ

イ
ク
は
対
象
外
と
し
て
い

値倠倡倢倣倠倡倢

値
倠
倡
倢
倣
倠
倡
倢
倣
倠
倡
倢
倣

値倠倡倢倣倠倡倢

値
倠
倡
倢
倣
倠
倡
倢
倣
倠
倡
倢
倣

を
使
用
し
運
送
す
る
企
業
と

し
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ

ク
を
行
わ
ず
乗
務
す
る
の

は
、
飲
酒
運
転
を
防
止
す
る

上
で
不
適
切
。
点
呼
は
安
全

を
担
保
す
る
要
で
、
社
内
規

則
を
順
守
で
き
て
い
な
か
っ

た
の
は
重
大
な
事
案
だ
。
事

業
の
根
幹
に
関
わ
る
」
と
し

た
。
ま
た
、
調
査
結
果
を
受

け
た
バ
イ
ク
業
務
の
稼
働
停

０
件
が
不
適
切
だ
っ
た
。
そ

の
う
ち
約
14
万
９
０
０
０
件

（
約
98
％
）
で
、
集
配
確
認

簿
で
の
点
呼
記
録
の
改
ざ
ん

が
あ
っ
た
。
日
本
郵
便
は
社

内
規
則
で
、
飲
酒
確
認
を
含

め
た
バ
イ
ク
乗
務
前
後
の
点

呼
、
免
許
証
の
確
認
を
行
う

こ
と
を
定
め
て
い
る
が
、
点

呼
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
郵

便
局
が
多
か
っ
た
。

五
味
執
行
役
員
は
「
公
道

（
３
・
４
％
）
は
調
査
期
間

中
の
バ
イ
ク
の
稼
働
が
な
か

っ
た
。

点
呼
数
で
は
61
万
５
０
０

０
件
の
う
ち
、
15
万
１
０
０

不
適
切
な
点
呼
が
確
認
さ
れ

た
。
適
切
と
し
た
の
は
１
１

４
６
局
で
35
・
９
％
に
と
ど

ま
っ
た
。
１
０
０
局
（
３
・

１
％
）
は
不
明
、
１
０
８
局

１
月
下
旬
～
３
月
上
旬
ま

で
の
バ
イ
ク
の
点
呼
を
調
査

し
た
結
果
、
全
国
３
１
８
８

局
の
う
ち
、
全
体
の
57
・
５

％
に
当
た
る
１
８
３
４
局
で

業
に
取
り
組
ん
だ
。
学
生
か

ら
は
、
注
文
が
集
中
し
た
際

の
対
応
策
な
ど
に
つ
い
て
質

問
が
上
が
る
な
ど
、
便
利
な

Ｅ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
現

場
を
実
体
験
し
た
。

午
後
に
は
、
物
流
業
界
の

説
明
や
人
事
責
任
者
の
経
験

が
あ
る
社
員
と
交
流
。
就
職

活
動
や
面
接
に
つ
い
て
、
質

疑
応
答
を
行
う
セ
ッ
シ
ョ
ン

も
行
わ
れ
た
。(

遠
藤

俊)

業
や
施
設
の
説
明
を
受
け
た

後
、
実
際
に
構
内
を
見
学
。

ア
パ
レ
ル
や
Ｅ
Ｃ
貨
物
を
扱

う
現
場
を
訪
問
し
、
業
務
の

内
容
や
ミ
ス
防
止
対
策
、
作

業
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
改
善

活
動
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
学
ん
だ
。

そ
の
後
、
Ｅ
Ｃ
貨
物
の
出

荷
業
務
を
体
験
。
実
際
の
指

示
書
を
確
認
し
な
が
ら
ピ
ッ

キ
ン
グ
を
行
い
、
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
な
が
ら
検
品
・
こ
ん

包
作
業
と
い
っ
た
一
連
の
作

す
る
兵
庫
県
尼
崎
市
と
連
携

し
た
取
り
組
み
で
、
地
域
へ

の
社
会
貢
献
活
動
と
若
い
世

代
の
物
流
に
対
す
る
理
解
向

上
を
図
る
。

同
社
の
「
Ｍ
Ａ

Ｋ
Ｅ

Ａ

Ｇ
Ｏ
Ｏ

Ｄ

Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ

尼

崎
」
（
尼
崎
市
）

で
行
わ
れ
た
職
場

体
験
に
は
、
「
ポ

チ
ッ
と
し
た
商
品

が
手
元
に
届
く
ま

で
を
大
解
剖
！
」

を
テ
ー
マ
に
、
大

学
３
年
生
の
男
女

２
人
が
参
加
。
午

前
中
は
同
社
の
事

三
鷹
倉
庫
（
本
社
・
大
阪

市
、
関
武
士
社
長
）
は
８
月

28
日
、
学
生
の
職
場
体
験
を

受
け
入
れ
た
。
拠
点
を
展
開

来
像
を
提
示
。
セ
イ
ノ
ー
Ｈ

Ｄ
の
ブ
ラ
ン
ド
広
報
戦
略
室

が
取
り
ま
と
め
を
担
当
し

た
。課

題
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
へ
の
依
存
を
皮
切
り
に
、

労
働
集
約
型
産
業
と
し
て
の

限
界
、
物
流
サ
ー
ビ
ス
価
格

高
騰
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働

規
制
強
化
に
伴
う
２
０
２
４

年
問
題
の
総
括
、
２
０
３
０

年
問
題
対
応
な
ど
を
提
示
。

政
府
に
よ
る
フ
ィ
ジ
カ
ル

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
構
想
や
、

業
界
内
連
携
・
異
業
種
連
携

の
共
同
配
送
、
次
世
代
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
配
車
効
率
化
な

ど
民
間
で
の
解
決
に
向
け
た

ア
プ
ロ
ー
チ
を
列
挙
し
た
上

で
、
効
率
・
労
働
・
環
境
の

３
要
素
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
成

り
立
つ
将
来
像
や
、
フ
ィ
ジ

カ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
実

現
が
も
た
ら
す
持
続
可
能
な

物
流
の
姿
な
ど
を
示
し
た
。

(

水
谷

周
平)

荷
主
、
運
送
会
社
、
ド
ラ

イ
バ
ー
、
倉
庫
会
社
な
ど
物

流
に
関
わ
る
プ
レ
―
ヤ
ー
全

て
の
参
考
と
な
る
情
報
提
供

が
目
的
。
業
界
の
人
手
不
足

や
構
造
改
革
の
必
要
性
を
踏

ま
え
、
政
治
・
社
会
・
経
済

の
動
向
と
照
ら
し
合
わ
せ

て
、
業
界
全
体
の
課
題
と
将

セ
イ
ノ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
本
社
・
岐
阜
県
大
垣

市
、
田
口
義
隆
社
長
）
は
８

月
26
日
、
物
流
業
界
を
取
り

巻
く
社
会
情
勢
や
業
界
動
向

を
網
羅
的
に
ま
と
め
た
「
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
白
書
」
を
同

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

た
。

車体には、使用済みペットボトルを再生利用する

水平リサイクルの取り組みも大きくアピールした

鈴
与

(

９
月
１
日)

【
組
織
改
正
】

▽
運
輸
事
業
営
業
部
を

「
運
輸
事
業
部
」
に
改
称
▽

メ
デ
ィ
カ
ル
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
事
業
推
進
室
を
「
メ
デ
ィ

カ
ル
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
営
業

推
進
室｣

メ
デ
ィ
カ
ル
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
業
務
部
を
「
メ

デ
ィ
カ
ル
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

事
業
部
」
に
改
称
▽
メ
デ
ィ

カ
ル
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
営
業

推
進
室
に
「
営
業
・
商
品
開

発
チ
ー
ム
」
を
設
置
▽
メ
デ

ィ
カ
ル
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
事

業
部
に
「
営
業
課
」
「
品
質

管
理
課
」
を
設
置
▽
３
Ｐ
Ｌ

事
業
推
進
室
に
品
質
管
理
室

を
統
合
し
同
室
に
「
品
質
管

理
チ
ー
ム
」
を
設
置
▽
静
岡

第
一
支
店
と
静
岡
第
二
支
店

を
統
合
し
「
静
岡
支
店
」
に

改
称
▽
静
岡
市
長
崎
地
区
の

物
流
セ
ン
タ
ー
を
第
二
Ｄ
Ｃ

事
業
部
所
管
の
「
長
崎
Ｐ
Ｊ

物
流
セ
ン
タ
ー｣

静
岡
支
店

所
管
の
「
長
崎
物
流
セ
ン
タ

ー
」
に
そ
れ
ぞ
れ
改
称

◇

▽
静
岡
支
店
担
当
（
品
質

管
理
室
・
静
岡
第
一
支
店
・

静
岡
第
二
支
店
担
当
）
取
締

役
専
務
付
特
命
事
項
担
当
兼

営
業
開
発
担
当
兼
デ
ー
タ
統

合
・
活
用
担
当
兼
物
流
企
画

室
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
室
・

名
古
屋
支
店
・
関
西
支
店
・

九
州
支
店
担
当
野
村
博
▽
回

漕
営
業
第
二
部
・
コ
ン
テ
ナ

タ
ー
ミ
ナ
ル
部
・
作
業
部
担

当
（
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

部
長
）
同
営
業
開
発
担
当
加

瀬
沢
正
義
▽
運
輸
事
業
部
担

当(

運
輸
事
業
営
業
部
担
当)

同
営
業
開
発
担
当
兼
運
輸
事

業
担
当
兼
自
動
車
関
連
物
流

担
当
兼
食
品
関
連
物
流
担
当

兼
運
輸
事
業
推
進
室
・
営
業

第
一
部
・
営
業
第
二
部
・
食

品
物
流
事
業
部
・
北
関
東
支

店
担
当
松
山
典
正
▽
メ
デ
ィ

カ
ル
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
営
業

推
進
室
・
メ
デ
ィ
カ
ル
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
事
業
部
担
当

（
メ
デ
ィ
カ
ル
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
事
業
推
進
室
・
メ
デ
ィ

カ
ル
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
業
務

部
担
当
）
同
営
業
開
発
担
当

兼
Ｓ
Ｕ
Ｄ
再
製
造
事
業
準
備

室
・
メ
デ
ィ
カ
ル
品
質
保
証

室
・
御
殿
場
支
店
・
富
士
支

店
担
当
大
箸
秀
行
▽
回
漕
営

業
第
一
部
・
袖
師
埠
頭
事
業

部
担
当
（
袖
師
埠
頭
事
業
部

長
）
同
営
業
開
発
担
当
山
下

哲
哉
▽
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ

ル
部
長
（
港
湾
事
業
室
長
）

鍋
野
智
昭
▽
港
湾
事
業
室
長

(

御
前
崎
支
店
長)

柴
田
正
樹

▽
袖
師
埠
頭
事
業
部
長
（
袖

師
埠
頭
事
業
部
特
任
部
長
）

鈴
木
孝
幸
▽
上
屋
業
務
部
長

（
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
部

特
任
部
長
）
浅
場
亮
▽
兼
免

人
財
開
発
部
長

人
事
業
務

部
長
水
野
仁
志
▽
人
財
開
発

部
長(

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開

発
室
長)

大
塚
大
輔
▽
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
室
長(

働

き
方
改
革
推
進
室
長)

山
本

純
也
▽
運
輸
事
業
部
長
（
運

輸
事
業
営
業
部
特
任
部
長
）

斎
藤
宏
行
▽
メ
デ
ィ
カ
ル
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
営
業
推
進
室

長
（
メ
デ
ィ
カ
ル
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
事
業
推
進
室
長
）
高

木
裕
人
▽
メ
デ
ィ
カ
ル
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
事
業
部
長
（
メ

デ
ィ
カ
ル
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

業
務
部
長
）
天
野
学
▽
静
岡

支
店
長(

静
岡
第
二
支
店
長)

大
石
純
▽
メ
デ
ィ
カ
ル
品
質

保
証
室
長(

メ
デ
ィ
カ
ル
品

質
保
証
室
業
務
推
進
役)

岡

田
良
克
▽
広
域
営
業
推
進
室

営
業
開
発
担
当
部
長(

浜
松

支
店
特
任
部
長)

榛
葉
崇
▽

浜
松
支
店
特
任
部
長(

品
質

管
理
室
業
務
推
進
役)

望
月

義
丈
▽
広
域
営
業
推
進
室
営

業
開
発
担
当
部
長
（
甲
信
支

店
長
）
森
俊
之
▽
同(

運
輸

事
業
営
業
部
長)

亀
井
遊
太

▽
３
Ｐ
Ｌ
事
業
推
進
室
特
任

部
長(

品
質
管
理
室
長)

望
月

俊
和
▽
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
室

特
任
部
長(

静
岡
第
一
支
店

長)

久
保
田
太
郎
▽
鈴
与
カ

ー
ゴ
サ
ー
ビ
ス
社
長(

食
品

物
流
事
業
部
長)

梨
本
泰
彦

▽
御
前
崎
支
店
長(

回
漕
営

業
第
一
部
次
長)

川
口
圭
輔

▽
働
き
方
改
革
推
進
室
長

(

働
き
方
改
革
推
進
室
次
長)

望
月
悟
史
▽
甲
信
支
店
長

(

甲
信
支
店
次
長)
石
川
浩
▽

食
品
物
流
事
業
部
長(
食
品

物
流
事
業
部
次
長)

鈴
木
敬

崇
▽
リ
ー
ス
事
業
本
部
関
東

支
店
長(

リ
ー
ス
事
業
本
部

関
東
支
店
次
長)

望
月
克
真

不
適
切
な
点
呼
が
相
次
い
だ
こ
と
を
受
け
、
日
本
郵
便
（
本
社
・
東
京
、
小
池
信

也
社
長
）
が
郵
便
配
達
用
バ
イ
ク
の
点
呼
実
施
状
況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
約
６
割

の
郵
便
局
で
、
乗
務
前
後
の
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
分
か
っ
た
。
８
月
22
日
の
会
見
で
、
五
味
儀
裕
執
行
役
員
は
「
大
変
重
く
受
け

止
め
て
い
る
。
顧
客
な
ど
の
関
係
者
に
心
配
を
か
け
、
改
め
て
深
く
お
わ
び
す
る
」

と
謝
罪
し
た
。

(

熊
田

安
那)

大
学
生
２
人
が
日
頃
利
用
す
る
Ｅ
Ｃ

サ
ー
ビ
ス
の
物
流
現
場
を
体
験
し
た

海運業に対する理

解を幅広い世代が

楽しみながら深め

ることができる

「ふねしる」

バイク点呼の
調査結果

適切

不適切

不明

調査期間
中の

稼働なし

計

郵便
局数

1,146局

1,834局

100局

108局

3,188局

割合

35.9％

57.5％

3.1％

3.4％

―

宅配便取扱個数（トラック）

企業名

ヤマト
運輸

佐川急便

日本郵便

福山通運
(他20社)

西濃運輸
(他16社)

その他
（16便）

合計

注）構成比は24年度、カッコ内は23年度比

24年度
取扱個数

23億2375万個
（1.2％増）

12億7155万個
（7.4％減）

10億9566万個
（8.5％増）

1億3614万個
（2.1％増）

9331万個
（3.2％減）

573万個
（2.7％減）

49億2614万個
（0.2％減）

23年度
取扱個数

22億9582万個

13億7285万個

10億966万個

1億3340万個

9638万個

588万個

49億1401万個

構成比

47.2％

25.8％

22.2％

2.8％

1.9％

1.0％

100％

日本郵便

６
割
弱
の
局
で
不
適
切
点
呼

貨
物
車
に
続
き｢

バ
イ
ク｣

も

東洋メビウス

カーテンレール車初導入
東北の飲料輸送で活用


年
度･

宅
配
便

取
扱
個
数

年
連
続
増
加

消
費
減
で
伸
び
率
は
小
幅

三鷹倉庫

職
場
体
験
を
受
け
入
れ

Ｅ
Ｃ
を
支
え
る
現
場
見
学

｢

ロ
ジ
白
書｣

公
開

セ
イ
ノ
ー
Ｈ
Ｄ

業
界
課
題
と
将
来
像
提
示

海
運
学
ぶ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
開
館

商
船
三
井

印
事
業
拡
大
で

新
組
織
を
設
置

山

九

日
通

西
濃
共

に
初
戦
で
惜
敗

都
市
対
抗
野
球

（第３種郵便物認可）（令和）（）（）
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